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（Photos．6，8and　10）．この構造が，水口・高雄22）が示唆
するように，SRの存在を示唆するものとすれば，これら
の筋には，かなりの量のSRが存在するものと思われる．
またdiformazan頼粒が，いずれの筋線維にも認められた
が，とくに赤筋線維で著明であった．この事実は，赤筋線
維において，とくに多量のmitochondriaが存在すること
を示唆すると思われる．以上の点をさらに明らかにするた
めには今後，電顕的観察が必要となろう．
　ネコのM．tensor　veli　palatiniを1“苧成する筋線維の直
径は，赤筋線維の方が中間型線維より・1・さい傾向が認めら
れたが（Fig．4）．　M．　levator　veli　palatiniに含まれる2種
類の筋線維ならびにM．palatinusに含まれる3種類の
筋線維の直径の間には，ほとんど差が認められなかった
（Figs．3and　5）．　この成績は，　M．　levator　veli　Palatini
およびM．palatinusにおいては筋線維の直径のみによっ
て筋線維のTypeを分けることが困難であることを示して
いる．
　以上のように，ネコの軟口蓋筋について，SDH活性の
面から検討したが，従来一般に骨格筋を構成する筋線維を
分類するには，SDH活性からだけでなく，さらにそれを
裏づけるためにphosphorylase活性1こついても検討され
ている19・23）．また筋線維のATPase活性の程度は，その
線維の収縮速度と密接に関連しているものとして注目され
ている17）．したがって，軟P1蓋筋の生理l／l勺機能を組織化学
的手段によりさらに解明するためには，上述のphosphor－
ylase活性ならびにATPase活性の面からの検討が必要で
あると考えられ，これらの点について現在検討中である．
5要 約
　ネコ軟口蓋に存在する筋，M．　levator　veli　palatini　M．
tensor　veli　palatiniおよびM．　palatinusについて組織
化学的にSDH活性を検討し，以下の結果を得た．
5・1M．　levator　veli　palatiniは，赤筋線維および中間
型線維の2種類の筋線維より成ることが示され，中間型線
維が全体の61％を占めていた．しかし，これら両筋線維
の直径の間1こは，差が認められなかった．
5・2M．　tensor　veli　palatiniに1よ，赤筋線維および中闇
型線維がそれぞれ37％および63％の割合で含まれてい
た．中間型線維の直径は，赤筋線維のそれよりやや大ぎい
ことが認められた．
5・3　M．palatinusには，赤筋線維，中間型線維および白
筋線維の3種類が認められ，それぞれが占める割合は24％，
54％，および22％であった．しかし，これらの筋線維の直
径には差が認められなかった．なお，この筋肉に含まれる
3種類の筋線維は，いずれもM．gastrocnemiusに比べて
SDH活性が高い傾向が認められた．
5・4　以上の筋肉を構成するそれぞれの筋線維の内部には
reticular　structure（network）が認められた．赤筋線維
におけるこの構造は，SDH活性の高い紐状の部分が不規
則に交差したものであり，白筋線維および中間型線維のそ
れは線状のものであった．またdiformazan三品の存在が
認められ，これはとくに赤筋線維で多量に認められた．
5・5　ネコのM．gastrocnelniusには赤筋線維，白筋線維，
中間型 が認められ，それぞれは20％，56％および24％
の割合で存在していた．また赤筋線維の直径は最も小さ
く，白筋線維のそれは最も大きかった．一方M．soleus
は赤筋線維および中間型線維の2種類の筋線維から構成さ
れており，中間型線維が全体の72％を占めていた．これ
ら両筋線維の直径の間に差は認められなかった．
　以上の成績から，ネコの軟口蓋筋のうち，M．　levator
▽eli　palatiniおよびM．　tensor　veli　palatiniは，それ
ぞれ赤筋線維と中間型線維から，M．　palatinusは赤筋線
維，中間型線維および白筋線維から構成されることが明ら
かにされた．
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Photo．　7
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　　　　　　　　　　　　　　　ExPla皿ation　of　Photographs
Cross　section　of　the　gastrocnemius　medialis　muscle　of　the　cat　incubated　for　SDH．
There　are　three　types　of丘bers．　R，　W　and　l　indicatered，　white　and　intermediate
丘be「s，「esPectively．　（X310＞
The　some　muscle　as　Photo．1．（X640）
Cross　section　of　the　sQleus　muscle　of　the　cat　incubated　for　SDH．　Note　the　two．
types　of　fibers（R　and　I）．（×310）．
The　same　muscle　as　Photo．3．（×500）．
Cross　section　of　the　levator　veli　palatini　muscle　of　the　cat　incubated　for　SDH．
Note　the　two　types　of丘bers（R　and工）．（×310）．
The　same　muscle　as　Photo．5．（x620）．
CfOss　sectioh　Qf　the　tensQエveh　palatini血uscle　Qf　the．　cat　incubated　fQr　sDH．
Note　the　two　typ．es　of飾ers（Rand　I）．（X310）。
The　same皿uscle　as　Photo．7．（x550）．
Cross　section　of　the　palatinus　muscle　of　the　cat　incub“ted　for　SDH．　Note　the
three　types　Qf丘bers．（R，　I　and　W）．（×640）．
The　same　muscle　as　Photo．9．（×1075）．
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